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１． 目的 

学力が十分発揮できなかった学生に、本来の「学び方」や「学習習慣」を身につけ、今後、自分

のペースでしっかり学習に取り組めるようにする。この目的のもと、不合格確定科目を対象に、一

人一人に適した具体的な学習手順を教員から示してもらって有効な学習に取り組む。結果として、

当該科目の単位回復も目指す。 

 

２． 対象学生 

 不合格確定科目(過年度分を含む)により進級できない学生のうち、学習計画や学習手順に基づい

た有効な学習に取り組める学生を対象とする。ただし、７項における第Ⅰ期学習期間では、今年度

の通年および後期の授業科目の全てが合格にならないと進級できない学生も含める。 

 

３． 対象科目 

 進級に必要な最小単位数分の授業科目、およびその他に 1単位分の授業科目を対象とする（ただ

し、各学習期間ともに 4単位を上限とする）。 

 

４． 学習計画 

 対象学生は担任と相談し，７に指定する学習期間の範囲で、進級に必要な科目を優先し、無理の

ない学習計画を作成する。なお、学習計画は、不合格 1 単位につき 30 時間相当の有効な学習が伴

うことを原則とし、最終的な成績修正締切も考慮して作成する。 

 

 

５． 学習内容・学習時間数・到達目標 

（１）学習内容は当該科目のシラバスの範囲とする。 

（２）到達目標は当該科目の合格最低基準とする。 

（３）学習時間数は、科目担当から示された有効な学習手順に基づく 30 時間相当の学習時間数(不

合格１単位につき)とする。 

 

６． 学習手順・評価方法・エビデンス 

傾向と対策を効率良く準備して試験に臨んでも本当の実力を身につけることは難しい。そこで、

科目担当から、一人一人に適した具体的な学習手順を示してもらい、これに基づいて 30 時間相当

の有効な学習に取り組み、「学び方」や「学習習慣」を身につける。学習手順の例を以下に示す。 

特別単位再評価では、30 時間の有効な学習のエビデンスを評価する（合格の場合、Ｃ評価となる）。

ここで、エビデンスとは、学習日誌、教科書の要点や章末問題の解答等を記した学習ノート(レポ

ート)、インタビュー評価等とする。担任や科目担当が適時に面談および学習日誌・学習ノートの

確認を行い、学習への取り組み方や進み具合を確かめて必要に応じて助言する。なお、30 時間相

【学習手順の例】まず、教科書の〇章～〇章までの全ての説明を読解し、要点をノートにまと

める。次に、掲載されている全ての例題もノートに解答する。最後に、学修成果(理解度)の確

認のため、各章の章末問題を全てノートに解答する。もし、解けない章末問題があれば、再び

教科書の該当の章を復習する。章末問題が解けるまで、これを繰り返し復習する。 

学生は学習日誌を用意し、以上の取り組みを記録し、定期的に担任、科目担当の確認を得る。



当の有効な学習を放棄したとみなされる場合は単位認定しない。 

 

７． 学習期間 

（１） 第Ⅰ期学習期間：12 月 1 日(火)～1 月 5 日(火) 

※ ただし、単位回復できる科目の上限は 4単位までとする。 

（２） 第Ⅱ期学習期間：2月 19 日(金)～3 月 16 日(水) 

※ ただし、単位回復できる科目の上限は 4単位までとする。 

 

８． 校長による説明会 

 下記のように特別単位再評価に関する校長説明会を開催する。特別単位再評価の趣旨等を説明す

るので、対象学生は出席すること。 

記 

日時：１２月１日（火）１６：１０～ 
場所：第１棟３階会議室 

 

【補足】学習時間数の考え方 

本校では、標準 50 分を 1単位時間とし、30 単位時間の授業を 1単位としている。そこで、本実

施要項では、必要な学習時間数を不合格 1単位につき授業時間相当の 30 時間とした。30 時間の有

効な学習を課すことにより自学自習の必要性と重要性を理解してほしい。 

 

【参考資料】

椚田の風 2011.9 号より

自分の力が分かる勉強法 
 

    校長 古屋一仁

(前略)そこで底力がつく勉強法について考えてみましょう。 
先生が「教科書の演習問題ができれば合格できます」と言いました。これを聞いて学生 A 君は

「期末テストはこの演習問題と同じような問題だ。これさえ解ければよい」と考え、『傾向と対策』

という名の参考書あるいはグーグル検索で似た問題とその解答を見つけ「これを理解して頭に入れ

よう」とひたすら頭に叩き込んだ。 
一方、B 君は「演習問題が自分で解けたら授業を十分に理解したことになるぞ。解いてみよう」

と第一問に挑戦したところ解けません。「僕は授業を十分に理解していなかった。教科書を最初か

ら読み直そう」と復習し「こんなことだったのか」と分かり第一問にリベンジ。「教科書にちゃん

と書いてあるのに自分は理解していなかった。復習してよかった。おかげで第一問は解けた。自分

が理解したことを今実感した。では第二問も」と続け全問解くために教科書を最初から３回読み返

した。２回目は１回目よりもサッと読め、３回目はもっと速かった。速く読めただけでなく学んだ

ことの全体像が掴めた。理解が深まるというのはこういうことなのだ、と嬉しくなった。ある科目

については試験に出るか出ないかはどうでもよく、もっと深く理解したいと図書館で関連の本を探

し夢中で読んでしまった。 
さて期末試験は A 君も B 君も合格。そこで二人はそれぞれの勉強パターンを 5 年間続けた。A

君は B 君より多くの授業科目をとったけれど夢中になる科目には巡り会わなかった。 
(中略)自分で自分の力を試すこと、これがとても重要です。学生時代は自分に力がついたかどう

かを自分で正確に知る経験が重要です。効率的なだけの試験対策では、これは経験できませんし底

力は身につきません。世の中で活躍する時に役立つ底力を皆さんが培われますよう私は祈っていま

す。 
 






